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1  は じ め に

畑作物栽培が困難な水田におけるハトムギの栽培法を確

立するため,その一環として,労力を多く要する移植作業

の省力機械化に取り組んだ。

試験年次は,現在継続中であるが,昭和57・ 58両年次に,

育苗日数の異なる20日苗と30日 苗を供試し,移植機械は+
セキD F 450型を使用して,そ の作業精度と収量を検討し

た。その結果を報告する。

2 試 験 方 法

(1)供試品種 中里在来 (宮城県農業センター産)
0)育苗方式 ハウス内畑箱育苗
c)種子消毒 ベンレートT水和剤20の 200倍液に 3日

間浸漬

“

)播種量・播種及び移植日

年  次 播種量 (箱 ) 播種日(1) 同 左(" 移植日

昭和57年

昭和58年

200 タ

185タ

4月 20日

5月 2日

5月 1日

5月 11日

5月 20日

5月 31日

図 1 植付時の苗条件と植付精度 (昭 57)

"昭
和58年度 : 植付時20日苗の苗長は,30日 苗より

やや短く,苗乾物重において,30日 苗が20日 苗に比較して

164%と優つた。植付精度は20日苗が苗の損傷率 03%と

少なく,欠株率は 50%で 30日苗の 75%に 比較すると,

明らかに少なかった (図 2)。
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図 2 植付時の苗条件と植付精度 (昭 58)
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畦幅60",条幅30昴 ,株間15“ ,″当た
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3試 験 結 果

11)苗条件と植付精度

1)昭和57年度 : 植付時20日苗の苗長は20",葉令18

程度で健全と見られたが,30日 苗は苗長30師 ,葉令 23と ,

やや徒長気味であった。植付精度は20日苗では苗の損傷が

極めて少なかったが,30日苗では損傷率が 61%と大きかっ

た (図 1)。
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0)生育と収量
1)昭和57年度 : 植付後の生育は30日苗の方が,20日

苗に比較して,優勢に経過し,収量は天候等の条件により,

収穫が遅れたこともあって,全般に脱粒が多く,実収量は

低下した。苗質の比較では,生育の優っていた30日苗が,

やや収量では多かった (図 3)。
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4  ま  と  め

これらにより欠株率,苗損傷率を少なくするためには,苗

長を20“くらいに抑える必要があると思われるが,収量は30

日苗の方が袢 多い傾向があるので,今後は収量を高めなが

ら,苗の損傷率を少なくする育苗方法を追求する必要がある。
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図 3 実取リハトムギ生育調査 (昭 58)

2)昭和58年度 : 植付後の生育は前年と異なる傾向を

示したが,前年より多収であり,30日 苗の収量は同様に高

かった。
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